
環境大臣より「エコ・ファースト企業」として認定を受けました。

●お問い合わせは、土木事業本部・機材部担当までおよせください。

〒162-8557  東京都新宿区津久戸町2-1

災害復旧工事に安全性と確実性を実現

熊谷組無人化施工技術
主な施工実績

●主な施工実績　　

雲仙普賢岳水無除石工無人化施工試験（その4）工事

水無1号ダム上流第1工区除石工事

水無川1号砂防ダム上流除石（その1）工事

水無川2号砂防ダム上流除石（その3）工事

赤松谷川除石工事

有珠山噴火災害復旧工事

赤松谷川1号砂防堰堤1箇所本体部二期建設工事

水無川（ 赤松谷1工区）地区火山地域総合治山工事

１７山地第1号水無川（ 赤松谷1工区）地区火山地域総合治山工事

赤松谷川 l 号床固工工事

荒砥沢 I I (H２１) 治山工事

赤松谷川9号床固工工事

災害関連緊急砂防工事（根占山本地区11工区）

赤松谷川6号床固工工事

おしが谷床固工工事

※北股川北股地区河道閉塞緊急対策工事

※赤松谷川１１号床固工工事

※平成２５年度宇佐川外２４年災補災河第 １０号外災害復旧工事第1工区

※砂防緊急除石工事(深港川(2)1工区)

阿蘇大橋地区斜面崩壊緊急対策工事
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建設省九州地方建設局 

建設省九州地方建設局 

建設省九州地方建設局 

建設省九州地方建設局

建設省九州地方建設局

室蘭土木現業所

建設省九州地方建設局 

長崎県島原振興局

長崎県島原振興局

長崎県島原援興局

林野庁東北森林管理局宮城北部森林管理署 

国土交通省九州地方建設局 

鹿児島県大隅地域復興局建設部 

国土交通省九州地方整備局雲仙復興事務所

国土交通省九州地方整備局雲仙復興事務所 

国土交通省近畿地方整備局

国土交通省九州地方整備局雲仙復興事務所

山口県岩国土木建築事務所

鹿児島県大隅地域振興局建設部

国土交通省九州地方整備局

●北股川北股地区河道閉塞緊急対策工事　２０１２年 奈良県

２０１１年8月下旬に上陸した台風１２号の影響により、奈良県野迫川村北股地区は１２０万m3の
地滑りが発生。崩壊した法面の上位尾根部は極めて薄い尾根地形で、下位尾根部は脆弱な
土砂状地盤が分布していることから下位の地盤においてすべり面に伴う崩壊が懸念され、そ
の安定化のために行う頭部排土工を安全な無人化施工で施工しました。操作室と施工現場
が1km以上離れていましたが、光ファイバーケーブルを使用したネットワーク対応型無人化
施工システムを導入し、安全な位置から安定した操作を可能にしました。

●赤松谷川１１号床固工工事　２０１３年 長崎県

１９９１年から噴火を始めた雲仙普賢岳の一連の災害復旧工事の中で、赤松谷川１１号床固工は
火砕流や土石流災害から地域の安全を確保するためのコンクリート製砂防施設を築造す
る工事でした。床固工のRCC（Roller Compacted Concrete）は５０cmずつ無人化施工で
打設しました。ブルドーザ、バックホウ、振動ローラ、重ダンプ等多くの建設機械が動き、
情報化施工技術、建設機械の自律運転、CIMなどの最新技術が惜しみなく投入された最先
端の現場でした。

●字佐川土砂崩壊災害復旧工事　２０１４年 山口県

２０１２年7月3日、梅雨前線豪雨により山口県岩国市錦町須川市道深川１５号線の乙女峡付近
で大規模な土砂崩壊が発生し市道を押し流し、下部の宇佐川まで達しました。このまま放置
すると河道閉塞し、上下流地域の民家に二次災害の危険性があるため、除石処理が急務で
した。しかし上部に不安定な岩塊があり、急傾斜地で更なる二次崩落の可能性があるので、
無人化施工を採用し、実施工日数７０日で１２,４００m3の除石作業が完了しました。

●垂水市砂防緊急除石工事（深港川（2）1工区）　２０１５年 鹿児島県

２０１５年6月末から7月末にかけて襲来した梅雨前線豪雨で、鹿児島県垂水市二川地区深港
川上流に6回の大規模な土砂崩壊に伴う土石流が発生。深港川が河道閉塞したことで、地域
の民家や国道に二次災害の被害を与える危険性があることから、除石処理が急務でした。
作業中も土石流発生の可能性があるため、安全を考慮して無人化施工が採用されました。
現場の操作室は設置して2日で作業を開始することが可能な高機能操作室を導入して、
予定より1週間近く工程を短縮して被災地の復旧に貢献しました。

※：工事概要を記載


